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　本研究は，1993年度と1994年度の2年にわたって，井
伏鱒二の文体を可能なかぎり究明しようというものであ
る。初年度の1993年度は，井伏の文体の成立に関する，
私のこれまでの研究を整理し今後への展望を切りひらく
ことに重点を置いて作業を進めてきた。その成果が，『井
伏鱒二・山椒魚と蛙の世界』（四六版287ページ，武蔵野
書房，1994年3月刊）である。その概要にかえて，以下
に目次を抜き書きすることにする。
〔第1部〕井伏鱒二〈文学史1929年〉
第1章　『幽閉』から『山椒魚』へ
第2章　　『山椒魚』一井伏文体の成立
第3章　『幽閉』と『山椒魚』の狭間で一チエホフ
　　　　を下敷にした『幻のさ〉やき』
第4章　初期井伏文学の表現一『炭鉱地帯病院』を
　　　　中心に
第5章初期の井伏鱒二の文学観
〔第2部〕日中戦争下の井伏文学
第1章　『川』
第2章　〈在所言葉〉と翻訳の方法
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　第3章　日中戦争下の井伏文体　　『へんろう宿』を
　　　　　中心として
　概略，以上のようなものであるが，現時点で見れば，
井伏文学とは，井伏文体とは，次のようなものだと言う
ことができようか。
　井伏文学とは，井伏自身が「近代性への誤らざる批判
…… ｱの批判なくしては……誰しも正しい快適と正しい
社会文化に浴することはできない」（「散文芸術と誤れる
近代性」）と語っていたように，〈近代性への誤らざる批
判〉に自己の分担課題を凝縮させた文学である。〈教養的
中流下層階級者の視点的立場〉に立って，徹底した〈反
近代主義〉の闘いを挑むのである。しかしながら，現実
の巨大な壁を打ち崩すことは容易なことではない。真に
実践すればこそ，〈屈託（倦怠）〉せざるを得なくなって
くる。井伏文学はその意味での〈倦怠の文学〉である。
絶望の隣にいて巨大な現実と闘いつづけた文学である。
　相互主観性の相手としての対象の声なき声にじっと耳
傾けながら，その声が聴こえてくるまで待つ。耐えるの
である。そこに真の対話を，〈対話の精神〉を樹立させて
いったのが井伏文学である。対話の精神に支えられた〈耐
える文体〉の世界，一それが，井伏文学であった。
　そうした井伏文学の〈耐える文体〉のありようを，さ
らに個々の作品に照らして明らかにしようというのが，
1994年度の課題である。
